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研究概要
本研究では、従来の金属ナノ粒子触媒に代わり、ナノ粒子よりもさらに小さな 10〜100 個の原

子から成る「金属クラスター」に着目し、当該物質群に固有の原子配列構造により誘起される特
異的反応性を活用することで、これまでにない高効率CO2 変換	/	H2 生成反応の低温駆動を可能
とする金属クラスター触媒の開発を目指す。具体的には、初めに、独自に開発した金属クラス
ターの設計理論「クラスター周期表」を用いて高い対称性を持つクラスターを中心に設計し、続
いて、独自の金属クラスター合成法「鋳型合成法」を用いてこれを合成、担体材料に担持するこ
とで触媒材料として成形し、これを評価する。量子サイズの材料を基盤とする触媒設計の革新的
新コンセプトの確立が達成されれば、温室効果ガスの変換に大きな技術的進展が齎されるだけで
なく、他の様々な炭化水素活性化反応への応用が可能となることから、環境問題・エネルギー戦
略・資源戦略の視点を組み込んだ次世代のGSC触媒材料の開発におけるブレイクスルーとなる
ことが期待される。


